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LED 点滅器を用いた小学生向け公開講座 

 

西尾 公裕* 

 

Open lecture using LED flashing circuits for elementary school students 
 

NISHIO Kimihiro  
 

The open lecture was proposed by using LED flashing circuit for elementary school students.  Many students can 
participate in this open lecture because the elementary school students can safely create simple electronic circuits.  The 
author found from the questionnaire results that elementary school students enjoyed the public lecture and the students can 
have an interest in the science.  It is possible to realize STEAM education based on the contents of this open lecture.  By 
continuing such open lectures, we can expect that the students who get interested in the science and technology are increased. 
 Key words:  Open lecture,  LED flashing circuit,  Electronic circuit,  STEAM education

１．緒 言 

 
現在，日本では少子高齢化が進む中で，急激な技術

発展が進んでいるが，エンジニアの人材不足も続い

ている。令和元年に東京都教育委員会で開催された

「高度 IT 社会の工業高校に関する有識者会議(第 1
回)」1)において，工業高校の生徒数が減少傾向にある

ことが報告されている。これらの原因の一つとして，

小学生の頃から工学に触れる機会が少ないことが考

えられている。そのため，多くの大学・高専において，

小学生向けの公開講座や出前授業が実施されてきて

いる。本校においても毎年夏休みに公開講座 2)を実施

している。毎年，多くの申し込みをいただいていると

ころである。しかしながら，講座によっては人数制限

があり，せっかく申し込んでくれてもお断りするこ

とが多々あった。例えば，「ロボットを操作してみよ

う」みたいな講座であれば，ロボットの台数で制限が

かかる。主にハンダを使う電子工作などは，安全面か

ら人数制限が必要になる場合や，ハンダごての台数

などで制限をかける場合があった。何度も申し込ん

でくれても何度も断られる小学生が多いことを聞い

てきており，興味を持ってもらっても体験できない

小学生が多いことがわかってきた。そのため，申し込

んでくれた小学生が全員体験できることが可能とな

るように，多人数でも実施可能な公開講座の内容を

提案する必要があると考えてきた。電子工作は LED
が点灯したり，音が鳴ったりすることで，小学生らは

興味を持つ。夏休みに実施するため，実験ではなく，

持ち帰りが可能な工作の内容を提案する必要があ

る。 
以上より，本教育研究では，多人数で楽しく安全に実

施することができ，持ち帰りが可能な電子工作の公開講

座を提案することを試みた。提案する内容は LED 点滅

器を題材とした公開講座の実施である。平成 27 年度の

8 月から開始し，令和 4 年 8 月まで実施してきた内容を

本研究報告に示す。 
 

２．LED点滅器および公開講座の内容 

 
LED が点灯するなどの工作は，小学生が非常に興味

を示すことになる。LED が点滅するような回路を自分

で作製することができれば，非常に興味を持つのではな

いかと考えられる。そこで，LED 点滅器を公開講座の

内容にすることにした。回路図を図 1 に示す。マルチバ

イブレータ 3, 4)を用いた回路を用いており，多くの電子

工作を紹介された本には必ず掲載されているような回

路である。 
 工作を多人数で行うためには，コストの問題が必ず発

生する。安く実施するためには，特にブレッドボードの

価格が問題になる。紹介されている正規のブレッドボー

ドを使うと高価になる。検索した結果，秋月電子通商 5)

のブレッドボード EIC-301 がコンパクトで安いため，こ

れを使用することにした。このブレッドボードを使用す

ることにしたため，このボードに回路を作製できるよう

に配線図を作成した。配線図を図 2 に示す。図 2 の資料

は公開講座で配布する。この配線図を見ながら，回路を

作製するようにした。完成した LED 点滅器を図 3(a)に
示す。比較的シンプルで簡単な回路になったと考えられ

る。なお，図 3(b)のように LED を増やすことも可能で
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あり，このような実験も公開講座中に実施することにし

た。 
使用する部品の数を表 1 に示す。表 1 の部品を袋詰

めする。袋詰めされた部品を図 4 に示す。すべて袋詰め

が終わった後に，部品がきちんとそろっているかどうか

確認するため，一つ取り出して，LED 点滅器を作製し

て，うまく動くことを確認して，準備完了とする。 
公開講座の流れを表 2 に示す。安全に実施してもらう

ために，最初に工具についての注意点などを話すように

する。また，このような講座は，教員 1 名では実施する

ことが難しい。そのため，高専学生に補助学生として参

加してもらうことにする。高専学生の紹介なども最初に

行うようにする。それが終わるとすぐに工作を実施する

ことにする。回路の説明をして，工作を実施する例を見

かけるが，長い時間説明すればするほど，興味がなくな

るため(悪い印象を与えるため)，興味のあるところから

実施することにする。最終的に，回路には興味を持って

もらえば良いため，工作終了後に説明することにする。

説明は，教員でなくても補助学生からグループごとにし

ても良いことにする。 
回路を作製して終了としても良いが，より興味を持っ

てもらうために，実験の要素を含めることにする。一つ

目は，点滅速度を変える実験とする。コンデンサの容量

を変えることで，点滅速度を変えることが可能である。

容量を大きくすると，ゆっくり点滅し，容量を小さくす

ると，早く点滅する。コンデンサを入れ替えて，速度が

変化することを確認する実験も実施することにする。二

つ目の実験は，LED の数を増やす実験である。作製す

る回路は，LED が一つずつ点滅する構成になっており，

この LED を増やすことにする。この実験を行うことで，

 
図 1  LED 点滅器の回路図. 
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図 2  LED 点滅器の配線図. 

配布資料のこの位置に、
公開講座で実施する内容を示しておく。

回路を作ること
実験の内容など

 
(a) 

 

(b) 

図3  LED点滅器.  (a) 最初に完成させるLED点滅器.  (b) 多

くのLED を接続したLED 点滅器. 

 

表 1 部品の種類と個数. 

 

部品名・型番など 個数

トランジスタ　２ＳＣ１８１５ 2

カーボン抵抗（炭素皮膜抵抗）　１００Ω 2

カーボン抵抗（炭素皮膜抵抗）　４７kΩ 2

電解コンデンサ１０μＦ 2

電解コンデンサ１００μＦ 2

青色ＬＥＤ　 2

赤色ＬＥＤ　 2

黄色ＬＥＤ　 2

黄緑色ＬＥＤ　 2

単3形アルカリ乾電池 2

電池ボックス　単３×２本用 1

ブレッドボード　ＥＩＣ－３０１ 1

ジャンパーワイヤ 数本
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回路の配線やブレッドボードの仕組みをより深く学ぶ

ことが可能である。 
より電子部品などに興味を持ってもらうために，

各電子部品の説明を書いた資料を作成して配布す

る。資料の一部を図 5 に示す。図 5(a)はブレッドボー

ドの使用方法の資料である。その他にも LED，抵抗，

コンデンサ，トランジスタの説明が記述された資料

がある。資料をかわいらしく見せるために、本校のマ

スコットキャラクターである「てくにゃん」を取り入

れている。参加した小学生らが補助学生と会話して

ほしいと考えており，この資料が会話のきっかけに

なればよいと思い配布することにする。 
図 5(b)は LED が点滅する原理が記述された資料で

ある。回路の詳細な動作の説明に関しては，数学的な

内容を使う必要もあるが，その場合，高専生でないと

理解できない部分もある。回路を説明する資料では，

数学的な要素を取り入れないようにして説明してい

る。電流は水，電圧は水を流すところの高さ，容量は

バケツ，トランジスタの ON/OFF は蛇口のようにし

て，できるだけ絵で表現している。感覚的に回路が何

をしようとしているかがわかるように資料を作成し

ている。 
 

３．公開授業の実施 

  
平成 27 年 8 月に，多人数型の小学生向け公開講座を

初めて実施した。この年から令和 4 年度まで，毎年夏休

みに公開講座を実施している。令和 2 年度のみ，新型コ

ロナウィルスの影響で公開講座は中止となった。公開講

座の様子を図 6 に示す。図 6(a)は教室で実施している様

子である。平成 27 年度，令和元年度，令和 3 年度およ

び令和 4 年度は教室で実施している。なお，多人数の小

学生に対応するため，2 部屋用いて実施し，これを 2 回

実施している。令和 3 年および令和 4 年度は，コロナ禍

のため，1部屋の人数を15名以下に制限して実施した。

なお，補助学生を各部屋に 6 名程度配置した。 
図 6(b)は大きい部屋で実施している様子である。平成

28 年度から平成 30 年度までは，1 部屋で実施した。こ

れをその年に 2 日間実施している。なお，補助学生を 12
名程度配置した。図 6(c)は公開講座を実施している小学

生の様子である。真剣に工作している様子がわかる。 
比較的簡単に実施できる電子工作のため，出前授業の

ような学外でも実施することも可能である。小学校や

PTAなどが主催する理科教室やふれあいセミナーなど，

近隣の小学校で出前授業も実施した。平成 27 年度から

令和元年度まで(コロナ禍になるまで)に8回の出前授業

を実施した。出前授業の様子を図 6(d)に示す。小学校の

教室などを利用して実施することも可能であることが

わかった。 
公開講座のアンケート結果を図 7 から図 9 に示す。

図 7 は初めて実施した平成 27 年度の結果である。図 8
は大きい部屋で実施した平成 29 年度の結果である。ま

た，図 9 はコロナ禍で実施した令和 4 年度の結果であ

 
図 4  袋詰めされた電子部品.   

 

表 2 公開講座の流れ. 

 

(1) 電子工作の注意点

工具の使い方の説明など

(ニッパー、ラジオペンチ) 
(2) LED点滅器の作製

(3) LED点滅器を使った実験

(4) 補助学生とディスカッション

(5) アンケート調査

(a) 

 
(b) 

図 5  配布資料.  (a) ブレッドボードの使用方法.  (b) LED が点

滅する原理. 
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る。実施方法が多少異なる年度のアンケート結果を表示

してみたが，どの年度も多少のばらつきはあるものの，

同様の結果であったと考えられる。アンケート結果から，

参加した小学生らは公開講座を楽しんでくれたことが

わかった。また，理科，科学にも興味を持ってもらうこ

とができていることがわかった。アンケートには，感想

やご意見を記述できる欄を設けた。図 7 から図 9 には

一部しか掲載されていないが，多くの小学生らが「楽し

かった。」「また参加したい。」など，何らかのコメント

を書いてくれていた。コメントの内容からも多くの小学

生らが楽しく電子工作を学習し，興味を持ってもらうこ

とができたと考えている。 
 

４．LED点滅器の応用 

 
現在，Society5.0 時代に向けて，AI で代替できない創

造性を身につけた人材を育成することが急務とされて

いる。このような人材育成のために，学びの STEAM（S: 
Science科学,  T: Technology 技術,  E: Engineering 工学,  

 
(a) 

 

(b) 

 

(c) 

 

(d) 

図6  公開講座の様子.  (a) 教室の様子.  (b) 大きい部屋で実施

したときの様子.  (c) 小学生の様子.  (d) 出前授業の様子 

 

図 7  2015 年のアンケート結果. 

 

 

図 8  2017 年のアンケート結果. 

 

質問1.  今日の活動は楽しかったですか?

質問2.  今日参加して、理科・科学への興味が高まりましたか?

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても楽しかった(127名)

まあまあ楽しかった(13名)

あまり楽しくなかった(0名) 楽しくなかった(0名)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さらに興味を持った(98名)

少し興味を持った(42名)

少し興味がうすれた(0名) 興味がなくなった(0名)

感想やご意見をお聞かせください。(一部掲載)
・まげたり切ったりするのはむずかしかったですが
かんせいしたらうれしうかったです。

・いろいろな点滅のしかたや、いろいろな色のLED
があっておもしろかった。

・むずかしかったけど作ってみたら楽しかったから
またさんかしてみたい。

質問1.  今日の活動は楽しかったですか?

質問2.  今日参加して、理科・科学への興味が高まりましたか?

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても楽しかった(107名)

まあまあ楽しかった(13名)

あまり楽しくなかった(0名) 楽しくなかった(0名)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さらに興味を持った(79名)

少し興味を持った(41名)

少し興味がうすれた(0名) 興味がなくなった(0名)

感想やご意見をお聞かせください。(一部掲載)
・ブレッドボードに回路を作るのが楽しかった。次も
参加したいです。コンデンサの種類をかえると点
滅の速さが変わるのがわかった。

・最初はむずかしかったけどだんだんできるように
なったらとても楽しくなった。ひかり方が変わった
り色が変えたりできる事がすごかった。

・作るのがむずかしかったです。だけどたのしかっ
た。またやりたいです。
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A: Art 芸術,  M: Mathematics 数学）化が必要とされて

いる 6-8)。STEAM 教育はアメリカで提唱された教育方法

であり，初等中等教育で実施することにより，問題解決

能力を高めることができ，数年前から実践されている。

STEAM 教育の前進とも言える STEM 教育では，工学的

な知識・技術を身につけることができた。STEAM 教育

では，Art の内容を取り入れることで，楽しくワクワク

とした中で，創造的で独創的なものを構築できるように

なると考えられている。国内でも数年前から STEAM 教

育の重要性が言われてきているが，実践できている例は

少ない状況である。 
LED 点滅器は，電子工作に興味を持たせ，電子回路

を学ぶうえで，大変適した教材である。この電子工作を

通して，小中学生らは，科学 S, 技術 T, 工学 E を学ぶ

ことができる。また，回路と数学を結びつけることがで

きるなら数学 M も学ぶことになる。よって，本公開講

座を体験することで STEM 教育を体験することができ

る。 
LED 点滅器は特にパッケージされているわけではな

く，図 3 に示すように，むき出しになった状態である。

このむき出しになった工作を利用して，いろいろな方法

で加工することで，さまざまな新しい作品ができる。一

例を図 10 に示す。例えば，図 10(a)に示すような LED
を目とした工作である。てくにゃんの目の部分が点滅す

るような工作になっている。また，図 10(b)のように，

カーボン紙などをうまく使うことで，ランプなどの工作

も実現できる。さらに，ケースなどを作ることで，キラ

キラしたカッコいい箱ができたりもする。このように

Art の内容を取り入れることで，いろいろな工作の可能

性を秘めている。この公開講座は，夏休みの宿題として

使っている小学生が多い。完成した LED 点滅器を持ち

帰り，このような新しい工作の作製を促すようにしてい

る。これにより STEM から STEAM 教育を家庭の中で

実践できるようになると考えている。 
 

５．ま と め 

 
 本教育研究では，多人数で楽しく安全に実施すること

ができ，持ち帰りが可能な電子工作の公開講座を提案す

ることを試みた。LED 点滅器を題材とした公開講座を

平成 27 年度 8 月から令和 4 年度 8 月まで実施してき

た。アンケート結果から小学生らが電子工作を楽しく実

施し，理科・科学に興味を持つことができていることが

わかった。本公開講座の内容を近隣の小学校で出前授業

を実施することもできた。また，本公開講座を利用する

ことで，STEAM 教育の実施も期待できることがわかっ

てきた。コロナ渦のような状況では，教室の使い方や時

間の使い方などの工夫で，公開講座を実施できることも

わかってきた。今後もこのような公開講座を地道に実施

することで，理科・科学・工学に興味を持つ小学生らが

増加することが期待できる。 
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図 9  2022 年のアンケート結果. 

質問1.  今日の活動は楽しかったですか?

質問2.  今日参加して、理科・科学への興味が高まりましたか?

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても楽しかった(51名)

まあまあ楽しかった(1名)

あまり楽しくなかった(0名) 楽しくなかった(0名)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さらに興味を持った(39名)

少し興味を持った(13名)

少し興味がうすれた(0名) 興味がなくなった(0名)

感想やご意見をお聞かせください。(一部掲載)
・回路についていろいろとわかりやすく教えていた
だいたので理科が大好きになりました。

・とても科学へのきょう味を持ちました。
・ずっと電気のべんきょうがしたかったからできてよ
かったです。

 
(a)                              (b) 

図 10  LED 点滅器の応用例.  (a) てくにゃんを用いた工作.  (b) 

LED ランプ.   


